
令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業一覧

（単位：千円）

通常分 310,759 物価高騰対応分 175,747

重点交付金分 160,348 合計 646,854

No. 事業名 所管課
コロナ関連

決算額
交付金
充当額

1 電子自治体推進事業 行政管理課 3,074 1,358

2
防災用品備蓄事業
（避難所における感染症対策用品）

危機管理課 5,082 2,185

3 予防接種事業 健康増進課 15,091 6,667

4 中小企業等緊急支援事業 商工課 379,435 167,696

5 図書整備事業 図書館 3,299 1,458
　自宅に居ながら図書資料を借りることができるよう、電子
化の需要が高まっていることから、購入図書の一部を電
子書籍へ切り替え、提供を開始した。

　市内事業者を支援し、地域経済の回復を図るため、なり
た地域応援プレミアム付商品券を発行した。
・1冊13,000円分の商品券を10,000円で販売（プレミアム率
30％）
・販売額　1,300,000,000円
・換金額　1,297,235,000円

事業内容

　各種手続のデジタル化を簡単かつ効率的に進めるた
め、電子申請システム『LoGoフォーム』を運用したほか、
災害や現場状況の報告等の業務用ツールとして、LGWAN
環境及びインターネット環境で運用する『LoGoチャット』を
利用規模を拡大して運用した。
　また、災害時等における事業継続性の確保や職員の働
き方改革の促進を目的に、テレワークシステムを導入し
た。

　避難所における新型コロナウイルス感染症対策として、
避難所42か所にワンタッチパーテーションを210張購入し
た。

　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同
時流行が懸念されることから、感染時の重症化を防ぐとと
もに、冬季の発熱患者を減らし、医療機関の負担軽減を
図るため、インフルエンザ予防接種費用の助成を拡大し
た。



No. 事業名 所管課
コロナ関連

決算額
交付金
充当額

事業内容

6
路線バス運行支援事業
（バス事業者燃料費高騰対策補助金）

交通防犯課 12,873 3,731

7 若者・学生支援商品券交付事業 企画政策課 66,613 37,758

8 高齢者支援商品券交付事業 高齢者福祉課 351,404 101,851

9

特定教育・保育施設等物価高騰対策補
助金（地域型保育給付事業・私立保育園
等運営費支援事業・認可外保育施設利
用者補助事業・私立幼稚園幼児教育振
興事業）

保育課 6,603 3,743

10
畜産振興事業
（成田市輸入飼料高騰緊急支援給付金）

農政課 25,800 7,478

11
中小企業等緊急支援事業
（なりた中小企業等事業復活支援給付
金）

商工課 248,282 109,691

12 し尿収集事業 環境衛生課 1,818 1,030
　物価高騰及び長引く新型コロナウイルス感染症による影
響を受けている市民を支援するため、し尿のくみ取り手数
料2か月分を減免した。

　物価高騰等の影響を受けている若者世代の負担軽減を
図るとともに、地域における消費喚起に資するため、市内
在住の若者に対し、市内の商店等で利用可能な商品券を
交付した。
・1人当たり10,000円分の商品券、1000円券10枚綴り
・交付件数 　6,185件
・換金額　　　59,198,000円

　物価高騰等の影響を受けている高齢者の生活の安定を
確保するとともに、地域における消費喚起に資するため、
市内在住の65歳以上の市民に対し、市内の商店等で利
用可能な商品券を交付した。
・1人当たり10,000円分の商品券、1000円券10枚綴り
・交付件数 　32,216件
・換金額　　　315,366,000円

　物価高騰の影響を受ける私立保育園等に対し、補助金
を交付することにより、これまでどおり栄養バランスや量を
保った給食の実施を促すとともに保護者の負担軽減が行
われるよう、必要な支援を行った。

　穀物の需要増と海上輸送の混乱による輸入飼料の価格
高騰及び長引く新型コロナウイルス感染症の影響を受け
ている畜産農家を支援するため、給付金を支給した。

　原油価格や電気・ガス料金を含む物価の高騰の影響を
受けている市内事業者の事業の継続・回復を応援するた
め、国の事業復活支援金を受けた事業者へ上乗せで給
付金を支給した。

　燃料費高騰及び新型コロナウイルス感染症の影響が長
引く状況を踏まえ、これらの負担を軽減するため、バス事
業者を対象に支援金を給付した。



No. 事業名 所管課
コロナ関連

決算額
交付金
充当額

事業内容

13 農業集落排水事業特別会計繰出金 農政課 5,649 3,202

14 下水道事業会計負担金 下水道課 229,374 130,014

15 ウクライナ避難民支援事業 文化国際課 366 106

16
子育て応援・うなりくんWAONカード交付
事業

企画政策課 105,645 30,620

17 農業者緊急支援事業 農政課 15,524 4,494

18
障がい福祉サービス事業者等物価高騰
対策支援金給付事業

障がい者福祉課 7,150 2,072

19
介護サービス事業者等物価高騰対策支
援金給付事業

高齢者福祉課 23,450 6,797
　物価高騰による影響を受けている市内に事業所を有す
る介護サービス事業者（68事業者）に対し、支援金を支給
し、安定的な事業の継続を支援した。

　原油価格・物価高騰及び長引く新型コロナウイルス感染
症の影響を受け、負担が増している生活者や事業者を幅
広く支援するため、2か月分の下水道使用料を全額減免し
た。

　ロシア軍によるウクライナ侵攻からの避難を目的として
日本に入国し、本市へ居住している方を対象に、その生活
を支援するため、ウクライナ避難民支援金を支給したほ
か、居住の安定を確保するため、ウクライナ避難民住居費
補助金を交付した。

　物価高騰等の影響を受けている子育て世帯の家計負担
を軽減し、将来を担う子どもたちを支援するとともに、
キャッシュレス化の促進を図るため、5,000円分の電子マ
ネーをチャージ（入金）した『うなりくんWAONカード』を子ど
もの人数分交付した。
・交付件数 　19,917件

　化学肥料の価格高騰により、農業経営に影響を受けて
いる農業者を支援するため、1戸あたり500千円を上限に
給付金を支給し、市内農家の経営の安定を図った。
対象戸数：1,391戸

　物価高騰による影響を受けている市内に事業所を有す
る障がい福祉サービス事業者（25事業者）に対し、支援金
を支給し、安定的な事業の継続を支援した。

　物価高騰及び長引く新型コロナウイルス感染症による影
響を受けている市民を支援するため、農業集落排水使用
料を2か月分を減免した。



No. 事業名 所管課
コロナ関連

決算額
交付金
充当額

事業内容

20
保育施設等に対する燃料費等高騰対策
支援事業（地域型保育給付事業）

保育課 7,750 2,246

21 デジタル田園都市国家構想推進交付金 保育課 4,918 1,967

22 子ども・子育て支援交付金 保育課 1,479 493

23
新型コロナウイルス感染症セーフティ
ネット強化交付金

健康増進課
社会福祉課

1,617 404

24 学校保健特別対策事業費補助金 教育指導課 37,603 18,801

25 教育支援体制整備事業費交付金 保育課 78 39

26 学校給食事業 学校給食センター 3,285 953

　円安や原油高騰に伴い食品価格が高騰する中、保護者
への追加負担を求めることなく、賄材料費を増額すること
で、保護者の負担を軽減し（保護者への追加負担は0
円）、これまでどおりの栄養バランスや量を保った学校給
食を提供した。

　市立保育園13園に園務管理システムを導入し、登降園
管理や保育日誌、シフト表の作成などの保育士の事務負
担を軽減するとともに、園児一人ひとりと向き合う時間の
充実させることで、保育の質の更なる向上と保育現場の
ICT化を推進した。

　市内放課後児童クラブ34施設において、感染症対策用
品の購入を行い、新型コロナウイルス感染症の感染リスク
を最小限にしながら運営を行った。

　生活保護の決定に関する事務処理補助を行う会計年度
任用職員等の雇用を行い、コロナ禍における生活困窮者
等への支援を強化するとともに、相談体制等の強化を行う
ことで、新型コロナウイルス感染症による経済活動や社会
生活への影響から、自殺の要因となりかねない経済、雇
用、暮らしや健康問題等の悪化による自殺リスクの抑制を
図った。

　児童生徒・教職員等の感染症対策に必要となる物品の
購入を行い、各学校（全29校）が児童生徒の安心安全な
学習環境を確保しながら、教育活動の着実な継続を図っ
た。

　公立幼稚園（1園）において、感染症対策用品の購入を
行い、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを最小限に
しながら運営を行った。

　物価高騰による影響を受けている市内に設置された地
域型保育事業所・私立保育園等・認可外保育施設・私立
幼稚園に対し、支援金を支給することで、これまでどおり
の保育環境や保育サービスの提供が行われるよう支援を
行った。


